
研
究
論
文
マ
チ
ス
の
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
お
け
る
祝
祭
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

ー
図
像
主
題
を
め
ぐ
っ
て
－

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
サ
ー
カ
ス
、
境
界
性
、
グ
ロ
テ
ス
ク

（1）　序

『
ジ
ャ
ズ
』
　
と
は
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
　
（
H
e
n
r
i
 
M
a
t
i
s
s
e
‥
－
∞
宕
⊥
誤
土
　
に
よ

る
二
〇
枚
の
原
画
と
手
書
き
の
文
章
と
か
ら
な
る
書
物
芸
術
で
あ
り
、
一
九
四

七
年
九
月
三
〇
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
切
り
紙
絵
に
よ
る
原
画
の
配
置
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
ま
ず
題
字
に
対
応
し
て
《
道
化
師
》
、
次
い
で
見
開
き
で
《
サ

ー
カ
ス
》
、
右
片
頁
で
《
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
》
、
さ
ら
に
見
開
き
で
《
自
象
の
悪

夢
》
、
《
馬
と
曲
馬
乗
り
と
道
化
師
》
、
《
狼
》
、
《
心
臓
》
が
置
か
れ
、
右
片
頁
の

《
イ
カ
ロ
ス
》
　
の
後
に
見
開
き
で
《
フ
ォ
ル
ム
》
、
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
、
《
コ
ド

マ
兄
弟
》
、
《
水
槽
の
中
を
泳
ぐ
ひ
と
》
が
配
さ
れ
る
。
右
片
頁
の
《
刀
呑
み
》

に
続
い
て
見
開
き
で
《
カ
ウ
ボ
ー
イ
》
、
《
ナ
イ
フ
投
げ
》
、
《
運
命
》
が
置
か
れ
、

三
点
の
《
礁
湖
》
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
図
葉
が
右
片
頁
の
《
ト

ボ
ガ
ン
植
》
で
あ
る
　
（
図
1
～
2
0
）
。
一
五
の
見
出
し
を
持
つ
文
章
は
こ
れ
ら

の
原
画
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
『
ジ
ャ
ズ
』
　
制
作
は
、
一
九
四
〇
年
も
し

く
は
四
一
年
に
　
『
ヴ
エ
ル
ヴ
』
　
誌
の
編
集
長
、
テ
リ
ア
ド
　
（
E
．
T
野
i
a
d
e
）
　
が

大
久
保
　
恭
子

提
案
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
一
九
四
三
年
に
マ
チ
ス
が
《
道
化
師
》
と
《
ト

ボ
ガ
ン
橿
》
を
は
じ
め
、
後
に
結
果
的
に
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ

た
一
点
を
含
む
六
点
の
原
画
を
制
作
し
た
こ
と
か
ら
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し

た
。
そ
し
て
一
九
四
四
年
八
月
ま
で
に
マ
チ
ス
は
書
物
芸
術
の
題
名
を
　
（
サ
ー

カ
ス
）
　
か
ら
　
（
ジ
ャ
ズ
）
　
に
変
更
し
て
、
一
九
四
六
年
に
原
画
に
添
え
る
文
章

を
書
き
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
は
原
画
と
文
章

と
か
ら
な
る
総
合
芸
術
で
あ
る
。

（
・
⊥
　
先
行
研
究

『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
図
像
の
形
式
的
特
質
と
切
り
紙
絵

と
い
う
制
作
手
法
の
特
異
性
と
の
関
連
に
主
た
る
関
心
が
向
け
ら
れ
、
こ
の
視

点
か
ら
の
成
果
は
確
か
に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
芸
術
を
超
歴
史

的
な
位
置
に
押
し
上
げ
普
遍
な
る
も
の
を
前
提
と
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
が
見
落

と
し
た
も
の
も
、
ま
た
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
マ
チ
ス
は
一
九
三

〇
年
代
か
ら
、
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
の
相
互
補
完
的
影
響
関
係
が
形
成
し
た



芸
術
場
で
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
と
の
交
流
を
挟
ん
で
マ
チ
ス
の
芸

術
観
、
と
り
わ
け
マ
チ
ス
が
　
（
シ
ー
ニ
ユ
）
と
呼
ん
だ
、
色
付
き
の
形
態
と
で

も
言
う
べ
き
造
形
要
素
の
特
質
は
、
静
的
な
も
の
か
ら
動
的
な
も
の
へ
と
変
化

し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
切
り
紙
絵
と
い
う
手
法
を
活
用
し
た
こ
と
で
一
層

加
速
さ
れ
た
。
こ
の
動
的
特
質
は
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
見
ら
れ
る
マ
チ
ス
に
よ
る
ア

ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
　
（
H
e
n
ユ
B
e
r
g
s
O
n
）
　
思
想
の
受
容
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
確
に
な
る
。
マ
チ
ス
は
既
に
名
声
を
獲
得
し
て
い
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
へ

の
関
心
を
一
九
一
〇
年
代
に
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
一
九
四
〇
年
代
に
再
燃
し

て
い
た
。
『
ジ
ャ
ズ
』
　
制
作
に
本
格
的
に
取
り
か
か
る
前
年
の
一
九
四
三
年
、

マ
チ
ス
は
同
主
題
、
同
モ
デ
ル
の
連
続
的
素
描
を
集
め
た
　
『
主
題
と
変
奏
』
を

刊
行
し
た
が
、
こ
こ
で
は
連
続
す
る
素
描
間
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
言
う
（
持
続
）

の
形
象
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
お
い
て
マ
チ
ス
は

（
シ
ー
ニ
ユ
）
　
を
記
憶
か
ら
生
成
す
る
こ
と
で
　
（
直
観
）
　
に
よ
る
対
象
と
の
一

体
化
を
試
み
、
ま
た
、
（
シ
ー
ニ
ユ
）
を
背
景
の
上
へ
と
重
ね
て
貼
っ
て
い
く
、

切
り
紙
絵
に
特
有
の
制
作
過
程
の
視
覚
的
残
存
に
よ
っ
て
、
（
持
続
）
　
の
内
在

化
を
実
現
し
た
。
こ
こ
に
原
画
制
作
に
お
け
る
遅
延
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
マ
チ
ス
が
残
し
た
一
九
四
四
年
の
数
通
の
手
紙
が
伝
え
る

原
画
制
作
の
進
捗
状
況
と
、
マ
チ
ス
が
一
五
点
の
原
画
に
書
き
入
れ
た
制
作
年
、

一
九
四
六
年
と
の
遅
延
が
暗
示
す
る
（
持
続
）
は
、
原
画
の
特
質
の
み
な
ら
ず
、

原
画
と
文
章
と
の
相
関
関
係
を
考
慮
し
た
上
で
の
　
『
ジ
ャ
ズ
』
全
体
の
特
質
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
主
題
に
注
目
す
る
と
そ
こ
に
は
、
神
話
に
題
材
を

求
め
た
《
イ
カ
ロ
ス
》
を
は
じ
め
、
マ
チ
ス
が
　
（
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
　
（
原
初
的
）
）

と
形
容
し
た
意
味
内
容
と
の
深
い
関
連
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
プ
リ

ミ
テ
ィ
フ
な
る
も
の
を
め
ぐ
る
概
念
、
（
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
）
　
は
固
定
的

な
も
の
で
は
な
く
変
容
を
重
ね
て
い
た
。
造
形
的
特
質
に
着
冒
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
伝
統
の
再
生
を
図
っ
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
（
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
）
は
、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
登
場
と
と
も
に
そ
の
意
味
を
変
え
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
は
、
理
性
信
奉
に
基
づ
く
合
理
主
義
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
た
無
意
識
に

光
を
あ
て
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
知
性
の
境
界
を
越
え
よ
う
と
、
造
形
性
か
ら
機

能
に
着
眼
点
を
ず
ら
し
て
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
な
る
も
の
を
価
値
づ
け
、
突
破
口
に

し
た
。
こ
こ
に
　
（
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
）
　
に
お
け
る
論
理
的
シ
フ
ト
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
マ
チ
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
ジ

ャ
ズ
』
　
の
図
像
主
題
に
見
ら
れ
る
特
質
は
、
原
初
的
次
元
で
の
精
神
と
自
然
と

の
再
統
合
を
求
め
た
論
理
的
シ
フ
ト
後
の
　
（
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
）
と
関
連

を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
に
見
ら
れ
る
、
記
憶
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
抽
象
度
の
高
い
　
（
シ
ー
ニ
ユ
）
　
は
、
現
実
世
界
の
統
語
法
か
ら
遊
離
し

て
無
定
形
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
い
く
つ
も
の
意
味
体
系
の
中
で
息
づ
く

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
無
定
形
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
画
面
は
、
特
権
的
事
項

が
な
い
た
め
に
幾
重
も
の
読
み
取
り
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
『
ジ
ャ
ズ
』

で
マ
チ
ス
が
実
現
し
た
の
は
、
芸
術
作
品
の
意
味
作
用
の
境
界
を
越
え
る
こ
と

で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

2

（
‖
＝
）
　
本
稿
の
日
的

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
図
像
全
体
の
構
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
主
題
特
性
に
着
目
し
な
が
ら
一
考
を
加
え
た
い
。
し
か
し
こ
の
間
題

に
関
す
る
先
行
研
究
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ

ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
　
（
A
－
守
e
d
 
H
．
B
a
r
r
V
 
J
r
．
）
　
以
降
、
い
く
つ
か
の
図
像
主
題
に



つ
い
て
簡
単
な
言
及
を
行
う
例
は
数
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
と
ま
っ
た
解

釈
と
な
る
と
、
（
老
い
）
（
愛
）
（
無
意
識
）
（
空
間
と
光
）
、
こ
れ
ら
が
『
ジ
ャ

ズ
』
の
テ
ー
マ
だ
と
考
え
た
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ユ
ネ
デ
ー
ル
（
P
i
e
r
r
e

S
c
h
n
e
i
d
e
r
）
と
、
画
家
と
モ
デ
ル
と
の
関
係
を
軸
に
い
く
つ
か
の
図
像
主
題

に
共
通
項
を
兄
い
だ
そ
う
と
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ラ
ム
（
J
a
c
k
D
．
F
－
a
m
）
、

そ
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
テ
ー
マ
を
図
像
主
題
に
読
み
取
り
な
が
ら
も
、

む
し
ろ
各
図
像
主
題
の
不
統
一
性
こ
そ
が
『
ジ
ャ
ズ
』
の
特
質
で
あ
る
と
し
て
、

そ
こ
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
ケ
ネ
ス
・
ベ
ン
ダ
イ
ナ

（
K
e
n
n
e
t
h
B
e
n
d
i
n
e
r
）
の
研
究
が
あ
る
ば
か
り
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
『
ジ
ャ

ズ
』
の
主
題
と
制
作
状
況
に
関
す
る
資
料
が
一
九
四
三
年
と
四
四
年
に
集
中
し

て
、
ま
た
一
九
四
六
年
と
そ
れ
以
降
に
少
し
、
マ
チ
ス
の
私
信
あ
る
い
は
ノ
ー

ト
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
出
発
点
と
な
る
の
は
一
九
四
四
年
八
月
五
日
付
け
の
マ
チ
ス
の
覚
え

書
き
で
あ
る
。

わ
た
し
は
一
週
間
前
か
ら
『
ジ
ャ
ズ
』
の
た
め
に
水
族
館
の
二
枚
の
原
画

を
制
作
し
て
い
る
。
（
中
略
）
『
ジ
ャ
ズ
』
の
構
成
は
、
八
月
五
日
現
在
、

以
下
の
通
り
だ
。
（
1
）
《
ヴ
エ
ル
ヴ
》
（
2
）
《
サ
ー
カ
ス
》
（
3
）
完
工
中

ブ
ラ
ン
コ
乗
り
、
も
し
く
は
飛
行
士
》
（
4
）
《
道
化
師
》
（
5
）
《
ト
ボ
ガ

ン
植
》
（
6
）
《
白
象
の
悪
夢
》
（
7
）
《
曲
馬
乗
り
と
道
化
師
》
（
8
）
《
ピ

エ
ロ
の
埋
葬
》
（
9
）
《
刀
呑
み
》
（
1
0
）
《
コ
ド
マ
兄
弟
》
（
H
）
《
ロ
ワ

イ
ヤ
ル
》
（
1
2
）
竃
迫
形
的
ポ
ー
ズ
》
（
1

3
）
《
カ
ウ
ボ
ー
イ
》
（
1
4
）
《
ナ
イ

フ
投
げ
》
（
1
5
）
《
宿
命
》
（
1
6
）
《
狼
男
》
（
1
7
）
《
水
槽
》
（
1

8
）
《
オ
セ
ア

（
7
）

ニ
ア
》

こ
の
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
構
成
案
は
刊
行
時
に
は
以
下
の
三
点
に
お
い
て
大
き

く
変
更
さ
れ
る
。
ま
ず
原
画
の
総
数
が
二
点
増
え
て
二
〇
点
と
な
る
こ
と
。
半

数
の
原
画
の
題
名
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
原
画
の
掲
載
順
に
か
な
り
の

変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
　
（
表
1
）
。
そ
こ
で
ま
ず
は
個
々
の
原
画
主

題
の
特
質
を
、
こ
の
構
成
案
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
先
行
研
究
と
は
異
な
る
視
点

か
ら
検
討
し
た
い
。

も
っ
と
も
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
全
図
像
を
通
し
て
の
特
質
な
ど
を
前
提
す
る
こ

と
そ
の
も
の
が
、
意
味
の
な
い
こ
と
だ
と
す
る
考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

マ
チ
ス
が
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
七
日
に
テ
リ
ア
ド
に
宛
て
た
手
紙
を
見
る
限

り
、
そ
の
よ
う
に
断
じ
る
こ
と
は
早
計
に
思
え
る
。

一
枚
の
原
画
を
制
作
し
た
。
《
曲
馬
乗
り
と
道
化
師
》
だ
。
そ
れ
に
し
て

も
切
る
と
い
う
こ
と
は
何
と
も
繊
細
で
、
上
手
く
い
く
な
ん
て
無
理
の
よ

う
に
思
う
。
（
中
略
）
　
健
康
状
態
は
良
好
で
、
ば
り
ば
り
仕
事
を
し
て
い

る
。
そ
れ
で
既
に
六
枚
の
原
画
を
制
作
し
た
。
　
－
　
不
安
な
こ
と
が
ひ
と

つ
。
こ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
上
手

く
い
く
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
ば
ら
ば
ら
に
な
る
か
だ
。

こ
こ
で
の
　
（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）
を
、
今
日
的
な
意
味
で
理
解
す
る
の
は
避
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
マ
チ
ス
は
　
（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）
を
、
一
九
四
一
年
の
マ
チ
ス
宛

の
テ
リ
ア
ド
の
手
紙
で
使
わ
れ
た
と
同
じ
、
切
り
紙
絵
と
い
う
意
味
で
用
い
た

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
こ
の
一
〇
月
の
手
紙
を
読
む
な
ら
、
マ
チ

ス
が
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
に
何
ら
か
の
ま
と
ま
り
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
了

解
で
き
る
。
そ
れ
は
個
々
の
原
画
内
で
の
断
片
の
ま
と
ま
り
を
指
す
の
み
な
ら

ず
、
マ
チ
ス
の
手
紙
で
　
「
こ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
だ
と
い
う

こ
と
だ
」
　
の
直
前
に
　
「
六
点
の
原
画
を
制
作
し
た
」
と
い
う
文
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
複
数
の
原
画
に
通
底
す
る
特
質
を
意
図
し
て
い
た
と
読
む
こ
と
も
可
能
だ

3



［表1】

1 9 4 4 年 8 月 5 日　 構 成 案 『ジ ャ ズ 』

1 《ヴ ェ ル ヴ 》 V e Ⅳ e ≪道 化 師 》 L e C l o w n

2 《サ ー カ ス 》 c ir q u e ≪サ ー カ ス 》 L e C i r q u e

3 《空 中 ブ ラ ン コ 乗 り、 も し く は 飛 行 士 》 T ra p 6 z is t e o u a v i a te llr 《ロ ワ イ ヤ ル 氏 》 M on s ie u r L o y a l

4 《道 化 師 》 c lo w n 《白 象 の 悪 夢 》 L e C a u c h e m a r d e l’6 16 p h a n t b lan C

5 《 トボ ガ ン構 》 T ob o g g a n 《馬 と 曲 馬 乗 り と 道 化 師 》 L e C h e v al ，1’6c u yらre e t le c lo w n

6 《自 象 の 悪 夢 》 c a u c h e m a r d e l’61 6 p h a n t b la n c 《狼 》 L e L o lユp

7 《曲 馬 乗 り と 道 化 師 》 L ，i c u y 色re e t le c lo w n ≪心 臓 》 L e C （鷲u r

8 ≪ピ ェ ロ の 埋 葬 》 E n t e r r e m e n t d e p ie r r o t 《イ カ ロ ス 》 Ica re

9 ≪刀 呑 み 》 A v a le u r d e s a b r e 《フ ォ ル ム 》 F or m e s

1 0 《コ ドマ 兄 弟 》 c o d o m a s 《ピ ェ ロ の 埋 葬 》 L ，E n t e r r e m e n t d e p i e r r o t

1 1 《ロ ワ イ ヤ ル 》 L oy a l 《コ ドマ 兄 弟 》 Le s C o d o m a s

1 2 ≪造 形 的 ポ ー ズ 》 p os e s p la s t iq u e s 《水 槽 の 中 を 泳 ぐ ひ と 》 L a N a g e u s e d a n s l’a q u a r iu m

1 3 《カ ウ ボ ー イ 》 L e C o w b o y 《刀 呑 み 》 L ，A v a l e u r d e s a b r e s

1 4 《ナ イ フ 投 げ 》 L an C e u r d e c o u t e a u x ≪カ ウ ボ ー イ 》 Le C o w －b o y

1 5 ≪宿 命 》 L a F a t a lit 6 《ナ イ フ 投 げ 》 L e L a n c e u r d e c o u t e a u x

1 6 宅狼 男 》 L e L o u p G a r o u 《運 命 》 L e D e s t in

1 7 《水 槽 》 A q u a r iu m ≪礁 湖 》 L e L a g o n

1 8 《オ セ ア ニ ア 》 o c畠an i e ≪礁 湖 》 L e L a g o n

1 9 《礁 湖 》 L e L a g o n

2 0 《 トボ ガ ン構 》 L e T o b o g g an

か
ら
で
あ
る
。

（
2
）
　
原
画
主
題
の
可
変
性

（
i
）
　
飛
翔
と
失
墜

構
成
案
で
一
番
目
の
図
像
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
の
は
《
ヴ
エ
ル

ヴ
》
だ
っ
た
。
マ
チ
ス
は
一
九
四
三
年
に
、
二
年
後
に
　
『
ヴ
エ
ル
ヴ
』
誌
に
掲

載
さ
れ
る
《
イ
カ
ロ
ス
の
失
墜
》
　
（
図
2
1
）
　
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
構

成
案
で
の
《
ヴ
エ
ル
ヴ
》
と
は
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
収
録
さ
れ
る
《
イ
カ
ロ
ス
》
を

指
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
。
実
際
両
作
品
は
、
人
物
像
が
色
彩
と

形
態
に
お
い
て
反
転
し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
背
景
の
処
理
と
心
臓
の
か
た
ち
と

を
除
い
て
、
形
式
的
に
も
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
作
品
の
題
名
に
は

微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
で
は
題
名
か
ら
　
（
失
墜
）
　
が
は

ず
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
原
画
の
題
名
は
す
べ
て
マ
チ
ス
自

身
が
つ
け
た
と
い
う
こ
と
、
《
イ
カ
ロ
ス
の
失
墜
》
と
い
う
題
名
も
ま
た
マ
チ

ス
自
身
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
両
作
品
の
題
名
の
違
い

を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
　
（
P
u
b
－
i
u
s
O
ま
d
i
u
s
N
a
s
O
）
　
の
　
『
変
身
物
語
』
　
か
ら
と

ら
れ
た
こ
の
主
題
に
は
、
マ
チ
ス
以
外
に
も
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
　
（
P
a
b
l
O
R
u
i
z

y
P
i
c
a
s
s
O
）
　
を
は
じ
め
、
同
時
代
に
い
く
つ
か
の
作
例
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
　
（
図
2
2
）
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
父
ダ
イ
グ
ロ
ス
　
（
D
a
i
d
巴
O
S
）
　
の
戒
め
を

忘
れ
て
天
空
高
く
飛
び
太
陽
に
翼
の
蝋
を
溶
か
さ
れ
て
海
へ
と
墜
ち
る
、
（
イ

カ
ロ
ス
の
失
墜
）
　
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
し
か
し
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
場
合
、
そ
れ
ら

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
題
名
が
単
な
る
《
イ
カ
ロ
ス
》
で
あ
れ
ば
必
ず
し

4



も
失
墜
と
は
結
び
つ
か
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

《
イ
カ
ロ
ス
》
の
読
み
取
り
に
関
し
て
は
既
に
他
所
で
触
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

人
物
を
取
り
囲
む
黄
色
い
星
形
の
無
定
型
は
星
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
マ

チ
ス
が
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
　
（
L
O
u
i
s
A
r
a
g
O
ロ
）
　
に
語
っ
た
よ
う
に
《
イ
カ
ロ

ス
》
を
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
爆
撃
に
関
連
さ
せ
れ
ば
、
人
物
は
イ
カ
ロ
ス
で

は
な
く
な
り
同
時
に
黄
色
い
無
定
形
は
投
下
さ
れ
た
爆
弾
の
炸
裂
と
な
る
。
こ

こ
に
　
（
シ
ー
ニ
ユ
）
　
の
、
ひ
い
て
は
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
原
画
の
意
味
作
用
に
お
け

る
動
的
性
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
一
方
の
形
態
の
意
味
の
固
定
は

他
方
と
の
対
立
に
お
い
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
（
失
墜
）
　
と
い
う
特
定
性
の
高
い
言
葉
を
マ
チ
ス
が
題
名

か
ら
削
除
し
た
背
景
に
は
ー
作
品
の
意
味
の
読
み
取
り
か
ら
特
権
的
事
項
を
除

こ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
こ
の
題

名
は
、
物
語
の
前
半
で
意
気
揚
々
と
飛
翔
す
る
イ
カ
ロ
ス
を
示
唆
す
る
も
の
で

も
あ
り
、
飛
翔
と
失
墜
、
現
実
世
界
で
は
真
逆
の
方
向
性
を
持
つ
運
動
が
　
『
ジ

ャ
ズ
』
　
で
は
交
換
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。こ
う
し
た
背
中
合
わ
せ
の
飛
翔
と
失
墜
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
名
高
い
空
中

ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
妙
技
を
主
題
に
し
た
《
コ
ド
マ
兄
弟
》
に
も
見
て
取
れ
る
。

そ
し
て
方
向
性
に
お
け
る
入
れ
替
え
可
能
な
平
衡
世
界
と
で
も
言
う
べ
き
発
想

は
、
そ
の
主
題
が
シ
ユ
ネ
デ
ー
ル
の
指
摘
す
る
よ
う
に
フ
ォ
リ
ー
＝
ベ
ル
ジ
ュ

ー
ル
で
の
出
し
物
に
関
連
し
た
と
し
て
も
、
一
九
三
〇
年
に
マ
チ
ス
が
テ
リ
ア

ド
に
「
現
実
の
空
間
と
は
別
の
何
か
を
求
め
て
い
る
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
硯

実
世
界
の
合
法
則
性
か
ら
切
り
離
さ
れ
重
さ
を
失
っ
て
、
あ
た
か
も
空
に
浮
か

ん
で
い
る
よ
う
な
《
水
槽
の
中
を
泳
ぐ
ひ
と
》
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
ま
た
構
成
案
で
《
造
形
的
ポ
ー
ズ
》
と
名
づ
け
ら
れ
た
作
品
は
、
『
ジ

ャ
ズ
』
　
で
は
《
フ
ォ
ル
ム
》
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
見
開
き
の
左
右
に
配
さ
れ

た
ふ
た
つ
の
ト
ル
ソ
は
、
ポ
ジ
と
ネ
ガ
で
対
比
さ
せ
ら
れ
つ
つ
均
衡
を
保
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
形
式
的
次
元
で
の
両
面
価
値
性
が
示
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
‖
＝
）
　
サ
ー
カ
ス

構
成
案
の
大
部
を
占
め
た
の
は
サ
ー
カ
ス
に
関
連
す
る
主
題
だ
っ
た
。
二
番

目
の
原
画
《
サ
ー
カ
ス
》
は
、
見
開
き
の
両
頁
に
C
－
R
Q
U
E
と
い
う
文
字
が

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
表
紙
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
三
番
目
の
完
工
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
、
も
し
く
は
飛

行
士
》
は
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
対
応
す
る
原
画
を
持
た
な
い
。
一
方
で
一
見
サ
ー
カ

ス
と
は
無
関
係
に
思
え
る
《
カ
ウ
ボ
ー
イ
》
も
、
実
は
カ
ウ
ボ
ー
イ
と
馬
と
の

掛
け
合
い
で
観
客
の
笑
い
を
誘
う
演
目
が
サ
ー
カ
ス
に
存
在
し
た
こ
と
か
ら
関

連
主
題
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
う
な
る
と
一
八
点
中
一
二
点
が
サ
ー
カ
ス
を

主
題
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
中
で
も
刊
行
時
に
は
《
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
》
と

な
る
《
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
》
は
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
原
画
主
題
の
動
的
性
質
あ
る
い
は

交
換
可
能
性
を
つ
ぶ
さ
に
表
わ
し
て
い
る
。

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
と
は
一
九
世
紀
に
　
（
シ
ル
ク
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
）
　
の
団
長
だ
っ

た
ジ
ョ
セ
フ
＝
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
　
（
J
O
S
e
p
h
・
し
か
O
p
O
－
d
L
O
y
a
－
）
　
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
作
品
は
、
一
八
世
紀
の
　
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
サ
ー
カ
ス

（
シ
ル
ク
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
）
）
　
の
団
長
だ
っ
た
、
近
代
サ
ー
カ
ス
の
祖
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ア
ス
ト
レ
イ
　
（
P
h
i
－
i
p
A
s
t
－
e
y
）
　
に
も
、
そ
の
人
名
／
サ
ー
カ
ス
団
名
に

よ
っ
て
、
ま
た
青
い
背
景
に
二
列
に
並
ん
だ
上
着
の
金
釦
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ

5



て
い
る
。
と
い
う
の
も
ア
ス
ト
レ
イ
は
元
騎
馬
中
尉
で
退
役
後
サ
ー
カ
ス
に
関

わ
り
、
彼
が
率
い
た
　
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
サ
ー
カ
ス
）
　
の
特
徴
は
、
軍
服
を
思
わ
せ

る
金
釦
つ
き
の
き
り
り
と
し
た
衣
装
で
曲
馬
を
披
露
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら

（
1
5
）

で
あ
る
。

ま
た
《
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
》
の
人
物
の
横
顔
は
、
特
徴
的
な
鼻
に
よ
っ
て
シ
ャ

ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
　
（
C
h
a
r
－
e
s
 
d
e
 
G
a
u
E
e
）
　
大
統
領
の
横
顔
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
た
パ
リ

の
解
放
の
立
て
役
者
で
あ
る
か
ら
、
一
九
四
四
年
八
月
の
パ
リ
解
放
に
重
な
る

時
期
の
構
成
案
に
、
あ
る
い
は
パ
リ
解
放
に
前
後
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
の
作
品

の
中
に
そ
の
面
影
が
隠
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

さ
ら
に
《
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
》
の
天
地
を
逆
さ
に
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
口
を
大

き
く
開
け
た
顔
が
姿
を
現
す
。
そ
れ
は
も
と
も
と
《
刀
呑
み
》
の
た
め
に
形
成

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
一
九
三
二
年
に
ド
・
ゴ
ー
ル
が
自
ら

の
政
治
思
想
を
綴
っ
た
著
作
の
題
名
が
　
『
剣
の
刃
』
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

つ
ま
り
《
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
》
は
、
（
サ
ー
カ
ス
）
と
　
（
刀
）
　
と
を
媒
介
項
と
し

て
、
（
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
）
　
と
　
（
ア
ス
ト
レ
イ
）
　
と
　
（
ド
・
ゴ
ー
ル
）
　
と
に
関
連
を

持
ち
、
そ
れ
ら
は
一
連
の
固
定
的
読
み
を
形
成
す
る
の
で
は
な
く
、
観
者
の
連

想
の
中
で
く
る
く
る
と
意
味
を
変
え
得
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
主
題
の
可
変
性
は
構
成
案
の
八
番
目
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
に
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
品
の
制
作
を
め
ぐ
つ
て
は
、
マ
チ
ス
が
ア
ン
ド

レ
・
ル
ー
ヴ
ェ
ー
ル
　
（
A
n
d
r
か
R
O
u
完
y
r
e
）
　
に
宛
て
た
一
九
四
三
年
二
一
月

一
八
日
の
謎
め
い
た
文
章
が
残
っ
て
い
る
。

花
吹
雪
の
舞
う
、
ミ
ミ
・
カ
ス
ク
　
（
M
i
m
i
C
a
s
s
e
c
O
u
）
　
の
最
初
の
聖

体
拝
領
の
日
。
（
サ
ー
カ
ス
は
興
業
中
だ
）
　
（
構
想
）
。

リ
デ
ィ
ヤ
・
デ
レ
ク
ト
ル
ス
カ
ヤ
　
（
－
竜
d
i
a
 
D
e
－
e
c
t
O
r
S
k
a
y
a
）
　
の
回
想
に
よ

れ
ば
、
こ
こ
で
マ
チ
ス
が
記
し
た
　
「
ミ
ミ
・
カ
ス
ク
の
最
初
の
聖
体
拝
領
」
　
は

一
九
四
三
年
一
〇
月
に
制
作
さ
れ
た
《
四
輪
馬
車
L
e
C
a
r
r
O
S
S
e
》
　
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
が
翌
年
一
月
に
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
と
い
う
題
名
に
変
え
ら
れ
た

ら
し
い
。
確
か
に
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
の
原
画
に
は
、
一
九
四
三
年
と
い
う
マ

チ
ス
自
身
に
よ
る
制
作
年
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
し
か
し
制
作
は
そ
の
後
も
続

け
ら
れ
た
よ
う
だ
。
と
い
う
の
も
マ
チ
ス
は
一
九
四
四
年
三
月
七
日
に
テ
リ
ア

ド
に
宛
て
て
「
こ
こ
・
カ
ス
ク
も
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
ツ
セ
ト
ウ
も
で
き
て
い
な
い
」

と
書
き
送
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
マ
チ
ス

の
謎
め
い
た
文
章
は
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
　
の
再
考
中
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
分

か
る
。
こ
の
（
ミ
ミ
・
カ
ス
ク
）
を
訳
す
な
ら
（
か
わ
い
い
向
こ
う
見
ず
さ
ん
）

と
い
っ
た
意
味
に
な
り
、
（
こ
こ
・
カ
ス
ク
）
　
あ
る
い
は
　
（
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
ツ

セ
ト
ウ
）
も
含
め
て
、
道
化
師
の
愛
称
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
何
と
陽
気
な
葬
礼
だ
ろ
う
。
花
吹
雪
の
中
、
勢
い
良
く
蹄
の

音
を
た
て
な
が
ら
弔
い
の
馬
車
が
行
く
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
死
に
対
す
る
恐
怖

よ
り
も
華
や
い
だ
楽
し
さ
で
あ
り
、
題
名
を
見
な
け
れ
ば
こ
れ
が
葬
送
の
場
面

で
あ
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
だ
。
し
か
し
埋
葬
さ
れ
る
の
が
ピ
エ
ロ
、
つ
ま
り

道
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
意
味
深
い
弔
い
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら

道
化
こ
そ
は
禁
じ
ら
れ
た
境
界
域
を
横
断
し
、
限
界
を
突
破
し
続
け
る
者
だ
か

ら
で
あ
る
。

古
代
か
ら
連
綿
と
生
息
し
続
け
て
き
た
道
化
は
、
ど
の
よ
う
な
区
分
け
に
も

収
ま
る
こ
と
な
く
、
い
か
な
る
固
定
化
も
す
り
抜
け
て
き
た
。
ゆ
え
に
道
化
は

死
を
恐
れ
ず
、
死
し
て
も
自
ら
の
亡
骸
の
陰
か
ら
よ
ろ
め
き
出
て
く
る
の
で
あ

る
。
道
化
は
究
極
の
凶
事
で
あ
る
死
と
も
不
死
身
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
義
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的
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
は
陽
気

で
あ
り
得
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
主
題
に
息

づ
く
ふ
た
つ
の
系
が
姿
を
現
す
。
す
な
わ
ち
ひ
と
つ
は
死
と
復
活
再
生
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
境
界
性
を
め
ぐ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

《
運
命
》
に
代
え
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
事
実
こ
こ
で
画
面
の
左
半
分

に
見
ら
れ
る
赤
紫
の
横
顔
は
、
黒
に
着
目
す
る
と
ま
っ
た
く
別
の
横
顔
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
る
。
《
運
命
》
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
横
顔
は
、
観
者
の
視
点
を
ど

ち
ら
に
置
く
か
で
瞬
時
に
入
れ
替
わ
る
可
変
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
…
〓
）
　
死
と
復
活
再
生

『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
は
生
命
の
危
険
を
感
じ
さ
せ
る
主
題
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
既
に
挙
げ
た
《
イ
カ
ロ
ス
》
、
《
サ
ー

カ
ス
》
、
《
コ
ド
マ
兄
弟
》
、
《
水
槽
の
中
を
泳
ぐ
ひ
と
》
、
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
、

《
刀
呑
み
》
、
構
成
案
に
の
み
挙
げ
ら
れ
た
完
工
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
、
も
し
く

は
飛
行
士
》
、
こ
れ
ら
の
み
な
ら
ず
、
《
ナ
イ
フ
投
げ
》
、
《
ト
ボ
ガ
ン
植
》
も
ま

た
命
が
け
の
主
題
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
を
、
観
客
を
は
ら
は
ら
さ
せ
る
サ
ー
カ
ス
の
演
目
に
関
連
づ

け
て
の
み
解
釈
す
る
の
は
、
テ
ー
マ
を
接
小
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
マ
チ

ス
が
生
命
の
何
た
る
か
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
構
成
案
の
完
工
中
ブ

ラ
ン
コ
乗
り
、
も
し
く
は
飛
行
士
》
が
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
で
は
《
心
臓
》
に
代
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、
一
九
四
一
年
に
マ
チ
ス
が
受
け

た
癌
の
手
術
と
、
周
囲
を
驚
か
せ
た
そ
れ
か
ら
の
延
り
、
つ
ま
り
仮
死
と
復
活

と
い
う
自
身
の
経
験
が
投
影
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
《
ピ
エ
ロ
の
埋
葬
》
で
検
討
し
た

よ
う
に
、
生
命
を
め
ぐ
っ
て
死
と
復
活
再
生
と
が
両
面
価
値
的
に
共
存
、
も
し

く
は
祝
祭
的
に
交
換
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
マ
チ
ス
が
、
構
成
案
で
は
不
可
避
の
予
め
決
定
さ
れ
た
も
の
と
し

て
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
　
《
宿
命
》
と
名
づ
け
て
い
た
作
品
を
、
変
更
可
能
な

（
．
Ⅳ
）
　
境
界
性

構
成
案
の
最
後
に
は
《
オ
セ
ア
ニ
ア
》
が
挙
げ
ら
れ
た
。
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
は

同
名
の
作
品
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
一
九
五
一
年
に
マ
チ
ス
が
テ
リ

ア
ド
に
「
タ
ヒ
チ
で
わ
た
し
は
光
、
純
粋
な
光
と
珊
瑚
の
大
地
を
見
た
」
と
語

っ
た
こ
と
か
ら
も
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
三
点
の
《
礁
湖
》
が
一
九
三
〇
年
三
月
に

マ
チ
ス
が
旅
し
た
オ
セ
ア
ニ
ア
に
関
連
し
、
ま
た
構
成
案
の
《
オ
セ
ア
ニ
ア
》

に
代
わ
る
も
の
だ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

三
点
の
《
礁
湖
》
で
は
特
定
性
の
低
い
ア
メ
ー
バ
の
よ
う
な
有
機
的
（
シ
ー

ニ
ユ
）
　
が
轟
い
て
い
る
。
マ
チ
ス
は
油
彩
画
で
も
水
生
生
物
を
描
い
て
は
い
た

が
、
そ
れ
ら
は
、
例
え
ば
鉢
の
中
の
金
魚
の
よ
う
に
、
飼
い
慣
ら
さ
れ
て
い
た

（
図
2
3
）
。
と
こ
ろ
が
《
礁
湖
》
で
　
（
シ
ー
ニ
ユ
）
　
は
、
無
定
型
ゆ
え
に
合
法
則

性
か
ら
解
放
さ
れ
、
枠
組
み
か
ら
は
み
だ
さ
ん
ば
か
り
の
爆
発
的
な
力
を
蓄
え

て
い
る
。
そ
し
て
水
生
生
物
の
本
性
は
、
《
礁
湖
》
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
制

御
を
受
け
つ
け
な
い
、
つ
ま
り
飼
い
慣
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
お
い
て
は
陸
生
動
物
も
ま
た
そ
の
本
来
性
を
回
復
し
、
《
狼
》
は

口
を
開
け
て
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
、
《
自
象
の
悪
夢
》
　
で
調
教
さ
れ
る
象
は
、

そ
れ
を
拒
ん
で
野
生
へ
の
回
帰
願
望
を
赤
く
鋭
い
形
態
に
代
理
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
野
生
と
は
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
合
法
則
的
な
定
義
が
で

き
な
い
、
言
い
換
え
れ
ば
ひ
と
つ
の
文
化
圏
が
引
い
た
境
界
を
越
え
る
と
い
う
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こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
言
う
境
界
と
は
、
無
論
ふ
た
つ
の
異
な
っ

た
領
域
や
次
元
を
分
か
つ
も
の
だ
が
、
同
時
に
そ
れ
ら
を
接
触
さ
せ
る
も
の
で

も
あ
る
。
こ
う
し
た
両
義
的
境
界
性
を
め
ぐ
っ
て
《
狼
》
は
意
味
深
長
な
作
品

で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
　
［
の
作
品
］
　
は
、
お
ま
え
を
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、
だ

－
　
見
開
き
で
、
左
頁
は
緑
で
縁
取
ら
れ
た
青
の
背
景
、
右
頁
は
橙
色

で
縁
取
ら
れ
た
薄
赤
紫
の
背
景
、
そ
こ
に
白
を
置
く
。

こ
の
一
九
四
四
年
三
月
七
日
の
マ
チ
ス
の
手
紙
に
あ
る
詳
細
な
色
彩
へ
の
言
及

か
ら
、
こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
『
ジ
ャ
ズ
』
の
《
狼
》
だ
と
了
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
「
お
ま
え
を
食
べ
や
す
い
よ
う
に
」
と
い
う
マ
チ
ス
の
文
言
を
根
拠
と

し
て
、
《
狼
》
は
民
話
の
『
赤
ず
き
ん
』
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
題
名
は
《
狼
》
な
の
だ
か
ら
、
マ
チ
ス
の
関
心
は
小
さ
な
女
の
子
に
で

は
な
く
狼
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
構
成
案
で
は
、
《
狼
》
は
《
狼
男
》
だ
っ
た
。
こ
の
も
と
の
題
名

で
あ
る
　
（
狼
男
）
　
の
語
源
を
辿
る
と
ラ
テ
ン
語
に
行
き
着
く
。
そ
し
て
中
世
初

期
の
七
世
紀
に
成
立
し
た
　
『
リ
ブ
ア
リ
ア
法
典
』
　
（
第
八
五
章
第
二
項
）
　
で

（
狼
男
）
は
「
追
放
せ
ら
れ
た
る
者
」
と
定
義
さ
れ
、
罪
を
犯
し
た
が
ゆ
え
に

生
き
な
が
ら
の
死
者
と
し
て
共
同
体
か
ら
放
逐
さ
れ
た
ひ
と
を
指
し
て
い
た
。

《
狼
》
／
《
狼
男
》
の
主
題
を
考
え
る
と
き
、
阿
部
謹
也
氏
の
、
中
世
の
ひ
と

び
と
が
（
狼
男
）
を
怖
れ
た
の
は
「
彼
が
犯
罪
者
で
あ
る
た
め
で
は
な
く
、
人

間
に
は
制
御
し
得
な
い
死
の
領
域
に
棲
む
者
だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
指
摘
は
示

唆
に
富
む
。
な
ぜ
な
ら
　
（
狼
男
）
　
の
置
か
れ
た
状
況
こ
そ
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・

ア
ガ
ン
ベ
ン
　
（
G
i
O
r
g
i
O
A
g
a
m
b
e
n
）
　
の
言
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
に
な
る
か

ら
だ
。

締
め
出
さ
れ
た
者
の
生
は
、
動
物
と
人
間
、
ピ
ユ
シ
ス
と
ノ
モ
ス
、
排

除
包
含
の
あ
い
だ
の
不
分
明
の
境
界
線
、
一
方
か
ら
他
方
へ
と
移
行
す

る
境
界
線
な
の
だ
。
人
間
で
も
野
獣
で
も
な
い
狼
男
は
ま
さ
し
く
、
そ

の
ふ
た
つ
の
世
界
の
い
ず
れ
に
も
属
す
る
こ
と
な
く
、
と
は
い
え
逆
説

的
に
両
方
の
世
界
に
住
み
つ
い
て
い
を
。

こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
の
題
名
《
狼
男
》
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

《
狼
》
の
主
題
が
境
界
越
え
に
関
連
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
原
画
主
題
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
全
体
の
特
質

と
構
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
察
に
入
り
た
い
。

（
3
）
　
祝
祭
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
・
⊥
　
グ
ロ
テ
ス
ク

改
め
て
構
成
案
と
　
『
ジ
ャ
ズ
』
と
の
図
像
配
置
の
違
い
に
着
目
す
る
と
、
最

初
の
図
像
が
《
ヴ
エ
ル
ヴ
》
か
ら
《
道
化
師
》
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ

く
。
構
成
案
で
は
四
番
目
と
い
う
目
立
た
な
い
位
置
に
あ
っ
た
《
道
化
師
》
が
、

『
ジ
ャ
ズ
』
　
で
最
初
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
々

の
原
画
主
題
の
検
討
か
ら
推
測
可
能
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
道
化
師
は
右
端
の
里
㌫
カ
ー
テ
ン
か
ら
登
場
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
と
い
う
書
物
芸
術
の
露
払
い
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。
両
義
的
可
変
性
を
備
え
た
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
各
原
画
主
題
は
、
自
身

が
境
界
的
存
在
だ
っ
た
道
化
師
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
道
化
師
が
一
七
世
紀
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
　
（
J
a
c
q
u
e
s
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C
a
〓
O
t
）
　
の
作
品
を
通
し
て
　
（
グ
ロ
テ
ス
ク
g
r
O
t
e
S
q
u
e
V
　
の
概
念
に
関
連
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
は
興
味
深
い
　
（
図
2
4
）
。

イ
タ
リ
ア
語
の
讐
O
t
t
a
（
洞
窟
）
　
の
派
生
語
－
a
唱
O
t
t
e
S
C
a
と
雪
O
t
t
e
S
C
O

に
語
源
を
持
つ
　
（
グ
ロ
テ
ス
ク
）
と
い
う
言
葉
は
、
一
五
世
紀
末
の
発
掘
に
際

し
て
再
発
見
さ
れ
た
特
殊
な
装
飾
模
様
の
名
称
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
一
六
世
紀
の
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
　
（
M
i
c
h
e
－
d
e
M
O
n
t
a
i
叫
ロ
e
）
　
の
　
「
確
か

な
か
た
ち
を
成
さ
ず
、
順
序
も
均
衡
も
成
り
ゆ
き
に
ま
か
さ
れ
て
、
雑
多
な
部

分
が
つ
ぎ
あ
わ
さ
れ
た
奇
怪
な
身
体
で
ク
ロ
テ
ス
ク
模
様
c
r
O
t
e
S
q
u
e
S
」
と

い
う
記
述
を
経
て
一
七
世
紀
ま
で
に
、
（
ク
ロ
テ
ス
ク
）
　
は
グ
ロ
テ
ス
ク
に
改

め
ら
れ
て
、
そ
の
形
容
詞
に
　
「
奇
妙
な
・
不
条
理
な
・
滑
稽
な
」
と
い
っ
た
意

味
が
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ロ
の
措
く
道
化
師
へ
の
言
及
は
こ
の
変

遷
の
中
で
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
は
る
か
な
過
去
に
つ
な
が
る
グ
ロ
テ
ス
ク
と
は
、
後
藤
新
治
氏

に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
特
質
を
持
つ
。

グ
ロ
テ
ス
ク
の
基
本
構
造
と
は
、
生
成
し
変
化
す
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン

ス
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
対
立
的
で
両
義
的
な
価
値
が
、
ひ
と
つ
の
対
象

の
中
に
変
容
し
な
が
ら
共
存
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
は
価
値
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
を
話
語
に
よ
っ
て
転
倒
さ
せ
る
こ
と
で
、
滑
稽
な
笑
い
や
不
気

味
な
恐
怖
と
い
っ
た
調
停
不
能
な
感
情
が
同
時
に
生
起
す
る
…
。

こ
の
記
述
と
《
道
化
師
》
、
ひ
い
て
は
そ
れ
に
先
導
さ
れ
る
図
像
主
題
の
特
質

と
は
、
相
当
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
は
グ
ロ
テ
ス
ク

概
念
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
日
日
）
　
祝
祭
的
交
替
性

そ
こ
で
グ
ロ
テ
ス
ク
を
め
ぐ
る
論
考
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
ミ
ハ
イ

ル
・
パ
フ
テ
ン
　
（
M
i
k
h
a
i
－
M
i
k
h
a
i
－
0
5
．
C
h
 
B
a
k
h
t
i
n
）
　
の
思
想
を
参
照
し

た
い
。
た
だ
し
マ
チ
ス
と
パ
フ
チ
ン
と
に
直
接
的
接
点
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
こ
の
点
で
マ
チ
ス
作
品
と
パ
フ
テ
ン
思
想
と
の
関
係
は
、
マ
チ
ス

作
品
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
思
想
と
の
関
係
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
後
者
を
影
響

関
係
と
い
う
言
葉
で
捉
え
る
な
ら
、
前
者
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
は
、
あ

っ
た
と
し
て
も
、
マ
チ
ス
と
半
世
紀
、
時
代
を
共
有
し
た
パ
フ
テ
ン
と
の
共
時

的
親
縁
性
と
し
か
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

パ
フ
ナ
ン
は
グ
ロ
テ
ス
ク
に
深
い
関
連
を
持
つ
も
の
と
し
て
カ
ー
ニ
バ
ル
を

位
置
づ
け
た
が
、
カ
ー
ニ
バ
ル
を
謝
肉
祭
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
タ

イ
プ
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
祝
祭
の
総
称
と
し
て
用
い
た
。
一
九
二
九
年
に

パ
フ
チ
ン
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
（
F
e
d
O
r
M
．
D
O
S
t
O
e
く
S
k
i
i
）
　
に
関
す
る
研

究
を
世
に
問
い
、
一
九
六
三
年
に
そ
れ
は
　
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
詩
学
の
諸

問
題
』
　
と
し
て
改
訂
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
彼
は
カ
ー
ニ
バ
ル
に
つ
い
て
こ

う
述
べ
て
い
る
。

［
王
の
］
　
戴
冠
と
奪
還
の
両
者
は
、
ま
と
ま
っ
て
ひ
と
つ
の
両
義
的
な

儀
式
を
構
成
し
て
お
り
、
交
替
・
再
生
の
不
可
避
性
と
生
産
性
を
、
ま

た
あ
ら
ゆ
る
体
制
や
秩
序
、
権
力
や
　
（
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
上
の
）
　
地
位
の

陽
気
な
相
対
性
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
の
特
質
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
の
特
性
に
結
び
つ
く

と
同
時
に
、
既
に
検
討
し
た
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
重
な
る

も
の
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
《
イ
カ
ロ
ス
》
あ
る
い
は
《
コ
ド
マ
兄
弟
》
に
お

け
る
、
交
換
可
能
な
飛
翔
と
下
へ
向
か
っ
て
の
飛
翔
つ
ま
り
失
墜
、
あ
る
い
は

9



《
フ
ォ
ル
ム
》
　
で
の
置
き
換
え
可
能
な
ポ
ジ
と
ネ
ガ
、
《
水
槽
の
中
を
泳
ぐ
ひ

と
》
に
見
ら
れ
た
重
さ
を
失
う
こ
と
で
生
じ
た
平
衡
世
界
、
そ
し
て
《
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
氏
》
で
の
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
を
め
ぐ
る
意
味
の
更
新
、
ま
た
《
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

氏
》
と
転
倒
に
よ
っ
て
交
替
す
る
《
刀
呑
み
》
、
さ
ら
に
観
者
の
視
点
の
有
り

よ
う
で
瞬
時
に
入
れ
替
わ
る
《
運
命
》
、
こ
れ
ら
の
図
像
に
共
通
す
る
特
質
は

ま
さ
に
両
義
的
な
相
対
性
だ
っ
た
。

パ
フ
チ
ン
は
さ
ら
に
、
先
の
引
用
部
分
に
続
け
て
カ
ー
ニ
バ
ル
の
両
義
的
性

質
を
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

カ
ー
ニ
バ
ル
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
す
べ
て
二
元
一
体
構
造
を
し
て
お

り
、
転
換
や
急
変
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
対
極
的
要
素
を
合
わ
せ
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
誕
生
と
死
　
（
生
を
は
ら
む
死
の
イ
メ
ー
ジ
）
、

祝
福
と
呪
い
　
（
死
と
復
活
を
同
時
に
願
う
カ
ー
ニ
バ
ル
的
祝
福
の
呪

い
）
、
賞
賛
と
罵
倒
、
若
さ
と
老
齢
、
上
と
下
、
頭
と
尻
、
愚
か
さ
と

（
3
3
）

賢
さ
で
あ
る
。

こ
の
記
述
は
、
死
と
復
活
再
生
と
が
両
面
価
値
的
に
共
存
し
た
《
ピ
エ
ロ
の
埋

葬
》
、
両
義
的
境
界
性
に
関
わ
る
《
狼
》
あ
る
い
は
《
道
化
師
》
、
無
定
型
ゆ
え

に
合
法
則
的
定
義
か
ら
解
放
さ
れ
た
《
礁
湖
》
、
こ
れ
ら
の
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図

像
が
共
有
し
た
特
性
を
思
わ
せ
る
。

パ
フ
チ
ン
の
　
「
カ
ー
ニ
バ
ル
が
祝
う
の
は
交
替
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
交
替
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
」
、
「
そ
れ
は
何
も
の
を
も
絶
対
化
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の

陽
気
な
相
対
性
を
宣
言
す
る
」
と
い
う
発
想
を
援
用
し
、
ま
た
彼
が
認
め
た
よ

う
に
　
「
古
代
の
カ
ー
ニ
バ
ル
形
式
の
多
く
は
、
広
場
の
見
せ
物
小
屋
の
笑
劇
や

サ
ー
カ
ス
の
内
に
保
存
さ
れ
て
命
脈
を
保
ち
、
生
ま
れ
変
わ
り
続
け
て
い
る
」

と
す
る
な
ら
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
構
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
祝
祭
的
交
替
性
を
特
質
と

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
最
初
に
《
道
化
師
》
が
配
さ
れ
た
意
味
を
改
め
て
問

う
な
ら
、
こ
の
変
更
が
書
物
芸
術
の
題
名
を
　
（
サ
ー
カ
ス
）
　
か
ら
　
（
ジ
ャ
ズ
）

に
変
え
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
。

な
ん
と
な
れ
ば
最
初
の
図
像
が
《
道
化
師
》
で
あ
る
な
ら
、
書
物
芸
術
の
題
名

は
む
し
ろ
　
（
サ
ー
カ
ス
）
　
の
ま
ま
の
ほ
う
が
理
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

か
ら
で
あ
る
。
書
物
芸
術
の
題
名
を
　
（
サ
ー
カ
ス
）
　
か
ら
　
（
ジ
ャ
ズ
）
　
に
変
更

す
る
と
い
う
行
為
と
、
最
初
の
図
像
を
《
ヴ
エ
ル
ヴ
》
か
ら
《
道
化
師
》
に
替

え
る
行
為
と
は
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
の
ち
ぐ
は
ぐ
な
入
れ
替
え

こ
そ
に
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
と
い
う
書
物
芸
術
全
体
が
一
貫
し
た
合
理
的
な
ナ
ラ
テ

イ
ヴ
で
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
示
唆
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。

－10－

（
4
）
　
お
わ
り
に

マ
チ
ス
の
ノ
ー
ト
に
は
、
一
九
四
六
年
三
月
一
九
日
付
け
で
　
「
校
了
。
『
ジ

ャ
ズ
』
」
　
と
い
う
走
り
書
き
が
あ
る
。
こ
の
　
「
校
了
」
　
は
し
か
し
、
本
稿
の

「
序
」
　
で
触
れ
た
マ
チ
ス
に
よ
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
　
（
持
続
）
　
の
受
容
に
照
ら
し

て
も
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
に
対
す
る
最
終
的
な
も
の
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
マ
チ
ス
が
一
五
点
の
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
原
画
に
一
九
四
六
年

七
月
に
な
っ
て
か
ら
署
名
を
入
れ
た
こ
と
を
含
め
て
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
は
む
し
ろ
、

［
グ
ロ
テ
ス
ク
な
身
体
は
］
　
け
っ
し
て
出
来
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
完
成

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
つ
ね
に
つ
く
ら
れ
創
造
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
と

も
に
、
み
ず
か
ら
も
他
の
身
体
を
つ
く
り
創
造
し
っ
つ
あ
る
。
さ
ら
に



こ
の
身
体
は
世
界
を
呑
み
こ
み
、
み
ず
か
ら
も
世
界
に
呑
み
こ
ま
れ
る
。

と
い
う
パ
フ
テ
ン
の
主
張
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
到
達
点
を
設
定
す
る
こ
と
の

な
い
、
潜
在
的
に
終
わ
り
の
な
い
制
作
様
態
に
お
い
て
理
解
す
る
べ
き
だ
か
ら

で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
る
も
の
は
こ
と
に
一
九
世
紀
以
降
、
伝
統
的

あ
る
い
は
普
遍
的
仮
定
に
挑
戦
す
る
手
段
で
あ
り
続
け
た
が
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の

図
像
に
見
ら
れ
る
グ
ロ
テ
ス
ク
性
を
、
ロ
マ
ン
主
義
の
静
的
な
グ
ロ
テ
ス
ク
に

こ
そ
当
て
は
ま
る
二
項
対
立
の
図
式
で
理
解
す
る
こ
と
に
は
異
を
唱
え
た
い
。

一
九
四
八
年
一
一
月
九
日
に
マ
チ
ス
が
レ
シ
ギ
エ
修
道
士
　
（
】
e
 
f
r
賢
e

R
a
y
s
s
i
g
u
i
e
r
）
　
に
語
っ
た
　
「
道
化
や
ア
ル
ル
カ
ン
に
特
有
だ
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
色
彩
は
、
聖
な
る
も
の
の
創
造
に
適
し
て
も
い
る
の
だ
」
と
い
う
言
葉
か

ら
も
類
推
で
き
る
よ
う
に
、
『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
図
像
主
題
に
通
底
す
る
特
質
、
ひ

い
て
は
全
体
を
構
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
性
は
、
動
的
か
つ
両
義
的
二
項
対

立
間
の
祝
祭
的
交
替
性
に
こ
そ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

注（
1
）
　
H
e
n
r
i
 
M
a
t
i
s
s
e
こ
訂
N
N
）
P
a
r
i
s
L
澄
り
　
図
版
は
ス
テ
ン
シ
ル
印
刷
、
題
字
と
テ
キ
ス

ト
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
印
刷
さ
れ
フ
ォ
リ
オ
版
で
刊
行
さ
れ
た
。
部
数
は
二
七
〇
、
他
に
図

版
だ
け
一
〇
〇
部
が
刷
ら
れ
た
。

（
2
）
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
を
含
む
切
り
紙
絵
に
関
す
る
先
行
研
究
で
基
本
書
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

和
書
r
h
転
已
訂
完
、
b
P
℃
n
r
 
C
ミ
・
O
S
ダ
T
e
諷
s
 
b
y
J
a
c
k
 
C
O
W
a
r
t
l
 
J
a
c
k
D
．
F
－
a
m
〉

D
O
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－
q
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O
u
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C
a
d
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J
O
h
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H
a
E
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N
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S
t
．
L
O
u
i
∽
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D
e
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O
i
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讐
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J
O
h
n
 
E
－
d
e
r
D
e
－
d
∴
コ
訂
C
ミ
・
〇
ミ
功
〇
、
祇
S
r
h
竜
已
訂
篭
、
P
O
n
d
O
n
L
笥
甲

－
s
a
b
e
－
－
e
 
M
O
n
O
d
・
F
O
n
t
a
i
n
e
（
監
）
〉
た
ぎ
訂
訟
勾
㌧
Q
g
C
r
謡
乳
化
祇
h
N
弓
叫
旨
訂
訂
篭
－
e
H
h
．

C
a
t
．
｝
P
a
r
i
s
V
－
悪
声
　
比
較
的
近
年
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
竜
已
計
器
叉
叫
守
ぎ
計

T
e
諷
e
s
d
e
H
e
n
r
i
M
a
t
i
s
s
e
）
J
a
c
k
F
－
a
m
）
T
野
i
a
d
e
）
J
e
a
n
L
e
y
m
a
r
i
e
｝
D
O
m
i
n
i
q
u
e

S
N
y
m
u
S
i
a
k
〉
舛
a
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i
e
r
 
G
i
r
a
r
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e
M
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c
a
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u
 
L
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C
a
t
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a
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C
a
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b
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i
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L
等
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浩
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－
i
＜
i
e
r
B
e
r
g
習
亡
e
n
a
n
d
M
a
舛
H
O
E
e
i
n
（
e
d
s
．
）
〉
辞
弓
軋
旨
訂
訂
篭
㌧
b
r
白
巳
、
馬
∈
れ
語

幹
計
等
⊇
・
遼
訂
き
壱
計
琴
ご
ざ
∃
こ
訂
こ
首
肯
当
計
⊇
　
E
舛
h
．
C
a
t
．
〉
M
u
n
i
c
h
〉
B
e
r
－
i
n
）

L
O
n
d
O
n
〉
N
e
w
 
Y
O
r
k
〉
N
0
0
N
．
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
特
化
し
た
も
の
は
B
e
a
t
r
i
c
e
 
L
a
く
a
r
i
n
i
〉

h
訂
3
1
竜
已
訂
篤
㌧
b
r
N
Z
「
山
や
整
Y
h
り
心
P
内
訂
竜
已
q
r
ひ
莞
計
已
切
払
已
訂
蒜
＆
3
已
已
わ
ー

M
ロ
n
c
h
e
n
㌫
○
書
．

（
3
）
　
K
y
O
k
0
0
k
u
b
O
㌔
H
e
n
r
i
M
a
t
i
s
s
e
〉
s
n
訂
N
N
‥
R
e
g
a
r
d
i
n
g
t
h
e
D
a
t
e
O
f
R
C
O
m
p
－
e
t
i
O
n
￥

O
f
t
h
e
O
r
i
乳
n
a
－
旨
訂
Q
g
等
∽
㍉
A
宗
旨
乳
h
c
的
－
n
〇
．
－
N
｝
M
a
r
c
h
N
0
0
の
〉
p
p
．
ひ
い
ふ
い
（
大
久

保
恭
子
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
－
原
画
制
作
年
を
め
ぐ
る
考
察
」
、
『
美
学
』
第

二
二
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
、
四
二
－
五
五
頁
。
）

（
4
）
　
大
久
保
「
マ
チ
ス
の
　
『
ジ
ャ
ズ
』
　
に
見
ら
れ
る
原
初
性
」
、
『
芸
術
／
批
評
』
第
一
号
、
二

〇
〇
四
年
、
二
七
－
五
五
頁
。

（
5
）
　
A
－
守
e
d
 
H
．
B
a
r
r
｝
J
r
．
〉
竜
白
計
訟
♪
句
訂
A
ユ
p
已
二
㌢
ご
ざ
豪
富
　
N
e
w
 
Y
O
r
k
L
誤
r

p
p
．
N
↓
テ
N
謡
．
P
i
e
r
r
e
 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
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亭
已
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P
a
r
i
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L
護
良
｝
p
p
．
票
丁
采
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F
－
a
m
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矢
J
a
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N
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∴
n
辞
喜
こ
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隷
属
二
百
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C
已
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ミ
功
、
p
p
．
宣
ム
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K
e
n
n
e
t
h
B
e
n
d
i
n
e
r
〉

h
h
M
a
t
i
s
s
e
a
n
d
S
u
r
r
e
a
－
i
s
m
王
ざ
邑
ぎ
卓
二
崇
ご
p
．
－
〕
？
－
会
．

（
6
）
一
九
四
〇
年
八
月
二
〇
日
の
テ
リ
ア
ド
か
ら
マ
チ
ス
へ
の
手
紙
に
始
ま
り
、
一
九
四
三
年

か
ら
四
四
年
に
か
け
て
の
資
料
の
多
く
は
、
未
公
表
の
手
紙
を
含
め
て
、
ア
ル
シ
ー
ヴ
・

マ
チ
ス
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
資
料
の
一
部
は
竜
已
訂
篤
㌧
Q
g
C
「
現
計

吐
乳
ヨ
こ
宰
已
㌻
眉
p
p
．
〕
畠
・
〕
畠
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
他
に

L
e
t
t
r
e
 
d
e
 
M
a
t
i
s
s
e
 
p
R
O
u
完
y
r
e
L
∞
d
賢
e
m
b
r
e
－
冨
山
．
R
e
p
r
．
d
a
n
s
 
H
a
n
n
e

F
i
n
s
e
n
（
註
．
）
）
竜
已
訂
籍
知
○
§
蔓
r
m
㌧
C
O
「
ヽ
内
名
Q
⊇
軋
Q
宍
♪
P
a
r
i
s
u
 
N
0
0
r
p
．
N
澄
．
N
O
t
e

－
」
変
声
－
p
．
N
晋
．
L
e
t
t
r
e
d
e
 
M
a
t
i
s
s
e
㌢
R
O
u
完
y
r
e
∵
忘
m
a
r
s
－
筐
P
 
R
e
p
r
．
d
a
n
s

さ
れ
F
p
．
会
U
．
L
e
t
t
r
e
d
e
R
O
u
く
e
y
r
e
y
M
a
t
i
s
s
e
｝
N
A
m
a
r
s
－
官
軍
出
e
p
r
．
d
a
n
s
旨
鞋
－

p
．
畠
リ
L
e
t
t
r
e
 
d
e
R
O
u
く
e
y
r
e
 
P
M
a
t
i
s
s
e
V
ひ
j
a
n
ま
e
r
－
芝
野
R
e
p
r
．
d
a
n
s
旨
註
．
－

p・念0．

（
7
）
　
P
H
C
h
i
≦
Ⅷ
S
M
a
t
i
s
s
e
）
P
a
r
i
s
．
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（
8
）
L
e
t
t
r
e
d
e
M
a
t
i
s
s
e
抄
で
野
i
a
d
e
∴
q
O
C
t
O
b
r
e
】
芝
山
．
R
e
p
r
．
d
a
n
s
旨
訂
訂
翠
・
白
き
r
設

計
こ
計
ミ
サ
迂
註
許
無
－
p
．
い
た
．

（
9
）
テ
リ
ア
ド
は
こ
の
手
紙
で
『
ヴ
エ
ル
ヴ
』
特
集
号
の
構
想
を
マ
チ
ス
に
書
き
送
り
、
そ
の

中
で
「
見
開
き
も
し
く
は
片
頁
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
色
彩
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
（
例
え
ば
あ

な
た
の
青
と
黒
の
バ
レ
ー
・
ダ
ン
サ
ー
の
原
画
の
よ
う
な
作
品
を
考
え
て
い
る
）
」
と
い

う
表
現
を
用
い
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
作
品
は
お
そ
ら
く
、
切
り
紙
絵
に
よ
る
《
ダ
ン

ス
》
（
一
九
三
八
年
）
で
あ
ろ
う
。
L
e
t
t
r
e
d
e
T
野
i
a
d
e
㌢
M
a
t
i
s
s
e
L
O
j
u
i
n
】
澄
－
・

と
■
C
h
i
克
S
M
a
t
i
s
s
e
）
P
a
r
i
s
．
テ
リ
ア
ド
は
こ
の
手
紙
以
前
に
も
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
切
り
紙

絵
と
い
う
意
味
で
用
い
た
。
L
e
t
t
r
e
d
e
T
野
i
a
d
e
P
M
a
t
i
s
s
e
∴
g
a
O
已
－
澄
P

p
り
C
h
i
く
e
S
M
a
t
i
s
s
e
｝
P
a
r
i
s
．

（
10）
マ
チ
ス
自
身
が
題
名
を
つ
け
た
と
い
う
ア
ラ
ゴ
ン
の
証
言
が
あ
る
。
L
O
u
i
s
A
r
a
g
O
n
｝

詳
弓
町
竜
已
訂
籍
I
r
O
ヨ
白
き
声
P
a
r
i
s
L
笥
－
も
．
∽
ひ
．

（
1
1
）
大
久
保
「
マ
チ
ス
の
『
ジ
ャ
ズ
』
に
見
ら
れ
る
原
初
性
」
、
四
三
－
四
四
頁
。

（
12）
S
c
h
n
e
i
d
e
r
も
ぎ
課
眉
p
．
栗
平

（
13）
C
i
t
か
d
a
n
s
旨
註
．
、
p
．
究
寧

（
1
4
）
ポ
ー
ル
・
ブ
ー
イ
サ
ッ
ク
『
サ
ー
カ
ス
ー
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
と
動
物
芸
の
記
号
論
』
中
沢
新

一
訳
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
四
年
、
一
九
三
1
一
九
五
頁
。
ま
た
サ
ー
カ
ス
の
演
目
に

は
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
と
し
て
複
数
人
が
不
安
定
な
足
場
の
上
で
立
体
を
組
み
な

が
ら
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
（
イ
カ
ロ
ス
芸
）
と
い
う
も
の
も
存
在
し
て
い
た
。
エ
ヴ
ゲ
ニ

イ
・
ク
ズ
ネ
ッ
ォ
フ
『
サ
ー
カ
ス
ー
起
源
・
発
展
・
展
望
』
桑
野
隆
訳
、
あ
り
な
書
房
、

二
〇
〇
六
年
、
二
八
二
－
二
八
四
頁
。
本
稿
で
は
《
イ
カ
ロ
ス
》
を
神
話
と
関
連
づ
け
た

が
サ
ー
カ
ス
と
の
つ
な
が
り
も
否
定
で
き
な
い
。

（
1
5
）
Z
e
e
く
〔
訂
u
r
a
r
i
e
r
㌔
L
e
p
e
i
n
t
r
e
e
こ
e
s
a
－
t
i
m
b
a
n
q
u
e
㍉
A
g
c
キ
琶
♪
訂
七
q
賢
等
q
叉
訂

告
ぎ
ヨ
訂
詩
句
莞
－
e
舛
h
．
c
a
t
．
】
P
a
r
i
s
〉
N
0
0
P
p
．
N
∞
．

（
1
6
）
N
O
t
e
S
t
O
t
h
e
C
a
t
a
－
○
望
e
L
n
h
訂
篭
れ
竜
已
訂
完
㌧
b
P
℃
雪
C
已
・
〇
已
仇
－
p
．
－
○
ひ
．

（
1
7
）
C
h
a
ユ
e
s
d
e
G
a
u
E
e
〉
ト
内
意
計
～
官
許
、
P
a
ユ
s
L
浩
N
．

（
18
）
L
e
t
t
r
e
d
e
M
a
t
i
s
s
e
P
R
O
u
完
y
r
e
∵
忘
d
紆
e
m
b
r
e
－
芝
U
．
R
e
p
r
．
d
a
n
s
竜
已
訂
完

知
○
§
蔓
r
m
㌧
C
O
r
r
q
堪
0
3
軋
白
莞
♪
p
．
N
0
0
P

（
1
9
）
N
O
t
e
－
d
a
n
s
旨
訂
打
切
籍
知
O
g
C
蔓
r
n
㌧
C
O
r
r
m
竃
S
軋
P
g
e
－
p
．
N
0
0
㌣

（
2
0
）
L
e
t
t
r
e
d
e
M
a
t
i
s
s
e
P
T
腎
i
a
d
e
㌦
m
a
r
s
－
澄
P
R
e
p
r
．
d
a
n
s
竜
已
訂
籍
㌧
白
き
「
e
∽
札
付

か
訂
3
「
れ
寮
託
訟
♪
p
．
〕
畠
．

（
2
1
）
道
化
師
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
膨
大
で
多
様
性
に
富
む
。
こ
こ
で
は
本
稿
に
直
接
関
連
す

る
ご
く
限
ら
れ
た
邦
文
文
献
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
パ

ル
レ
ー
ヴ
エ
ン
『
道
化
1
つ
ま
ず
き
の
現
象
学
』
片
岡
啓
治
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
八
六
年
。
ジ
ャ
ン
・
ス
タ
ロ
バ
ン
ス
キ
ー
『
道
化
の
よ
う
な
芸
術
家
の
肖
像
』
大
岡
信

訳
、
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
。
高
橋
康
也
『
道
化
の
文
学
－
ル
ネ
サ
ン
ス
の
栄
光
』
、
中

央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
。
イ
ー
ニ
ッ
ド
・
ウ
ェ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
『
道
化
』
内
藤
健
二
訳
、

晶
文
社
、
一
九
七
九
年
。
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
ル
フ
ォ
ー
ド
『
道
化
と
第
杖
』
高
山
宏
訳
、

晶
文
社
、
一
九
八
三
年
。
山
口
昌
男
『
道
化
的
世
界
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
。
サ

ン
ド
ラ
・
ピ
リ
ン
ト
ン
『
道
化
の
社
会
史
－
イ
ギ
リ
ス
民
衆
文
化
の
な
か
の
実
像
』
石
井

美
樹
子
訳
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ミ
ー
ル
『
周
縁
の
イ
メ
ー
ジ
ー
中

世
美
術
の
境
界
領
域
』
永
澤
唆
、
田
中
久
美
子
訳
、
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
九
年
。

（
2
2
）
ヨ
a
m
も
ぎ
許
謁
§
丸
等
声
望
二
夢
こ
ぎ
薫
風
貢
ぎ
†
翌
旨
ざ
9
已
句
一
計
更
訂
訂
曾

N
e
w
Y
O
r
k
〉
N
0
0
U
も
p
．
N
O
N
・
N
O
P

（
2
3
）
（
上
呂
a
t
i
s
s
e
S
p
e
a
k
s
L
誤
－
．
〉
）
R
e
p
r
．
i
n
『
－
a
m
（
e
d
．
）
∵
琶
已
許
無
＝
S
A
r
叶
、
N
e
w
Y
O
r
k
〉

－
笥
∽
〉
p
．
－
∽
ひ
．

（
2
4
）
L
e
t
t
r
e
d
e
M
a
t
i
s
s
e
妙
T
野
i
a
d
e
㌦
m
a
r
s
－
澄
P
R
e
p
r
．
d
a
n
s
竜
已
訂
軍
馬
§
r
謡
札
付

か
訂
弓
軋
竜
已
訂
払
♪
p
．
〕
缶
．

（
2
5
）
N
O
t
e
S
t
O
t
h
e
C
a
t
a
－
○
習
e
．
h
訂
零
れ
旨
訂
賢
治
㌧
b
P
℃
n
r
C
已
・
〇
已
叫
－
p
．
－
○
リ

（
2
6
）
阿
部
謹
也
『
中
世
膿
民
の
宇
宙
－
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
点
へ
の
旅
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七

年
、
一
八
五
頁
。
池
上
俊
一
『
狼
男
伝
説
』
朝
日
選
書
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、

六
一
－
六
二
頁
。

（
2
7
）
阿
部
『
中
世
膿
民
の
宇
宙
』
、
一
九
四
頁
。

（
2
8
）
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
ー
主
権
権
力
と
剥
き
出
し
の
生
』
高
桑
和

己
訳
、
以
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
五
〇
頁
。
引
用
の
太
字
部
分
は
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
る

強
調
。
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（
2
9
）
　
ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
カ
イ
ザ
ー
『
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
1
そ
の
絵
画
と
文
学
に
お
け
る
表

現
』
竹
内
豊
治
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
八
年
、
一
七
頁
、
二
四
－
二
九
頁
。
グ

ロ
テ
ス
ク
に
関
す
る
文
献
中
、
パ
フ
ナ
ン
を
除
く
本
稿
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
文
献
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
F
r
a
n
c
e
s
S
．
C
O
n
n
e
E
y
（
e
d
一
）
〉
竜
○
軋
雪
⊇
A
r
n
Q
⊇
丸
さ
m
G
r
O
首
題
莞
、

C
a
m
b
r
i
d
g
e
〉
N
0
0
U
．
ア
ン
ド
レ
・
シ
ャ
ス
テ
ル
　
『
グ
ロ
テ
ス
ク
の
系
譜
』
　
永
澤
唆
訳
、

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。
『
ル
オ
ー
と
グ
ロ
テ
ス
ク
』
　
展
覧
会
カ

タ
ロ
グ
、
松
下
電
工
汐
留
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
〇
七
年
。

（
3
0
）
　
後
藤
新
治
「
ル
オ
ー
と
グ
ロ
テ
ス
ク
」
、
『
ル
オ
ー
と
グ
ロ
テ
ス
ク
』
、
二
二
頁
。

（
3
1
）
　
ミ
ハ
イ
ー
ル
・
バ
フ
ナ
ー
ン
　
『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
プ
レ
ー
の
作
品
と
中
世
・
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
の
民
衆
文
化
』
　
川
端
香
男
里
訳
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
八
年
、
二
一
－
一
八
頁
。
原

著
は
一
九
四
〇
年
に
書
か
れ
一
九
六
五
年
に
出
版
さ
れ
た
。

（
3
2
）
　
パ
フ
ナ
ン
　
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
詩
学
』
　
望
月
哲
男
、
鈴
木
淳
一
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文

庫
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
五
一
－
二
五
二
頁
。
引
用
の
太
字
部
分
は
パ
フ
ナ
ン

に
よ
る
強
調
。

（
3
3
）
　
同
書
、
二
五
四
頁
。

（
3
4
）
　
同
書
、
二
五
二
頁
。

（
3
5
）
　
同
書
、
二
六
三
頁
。
引
用
の
太
字
部
分
は
パ
フ
チ
ン
に
よ
る
強
調
。

（
3
6
）
　
「
序
」
で
述
べ
た
よ
う
に
マ
チ
ス
は
、
一
九
四
四
年
八
月
五
日
の
覚
え
書
き
に
『
ジ
ャ
ズ
』

と
い
う
題
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
覚
え
書
き
に
は
構
成
案
も
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

《
道
化
師
》
は
四
番
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
《
道
化
師
》
　
の
掲
載
順

の
変
更
は
題
名
変
更
よ
り
も
後
の
こ
と
に
な
る
。

（
3
7
）
　
N
O
t
e
N
d
a
n
s
旨
訂
訂
完
知
○
室
や
「
巾
㌧
C
O
r
r
内
名
S
計
莞
♪
p
．
会
∽
．
マ
チ
ス
の
ノ
ー
ト
に

は
宍
B
【
O
n
］
P
T
官
e
ユ
．
J
a
N
Z
〉
〉
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
墾
　
こ
こ
で
は
桑
野
隆
『
パ
フ
チ
う
ー
へ
対
話
）
そ
し
て
（
解
放
の
笑
い
）
』
、
岩
波
書
店
、
一

九
八
七
年
、
二
一
五
頁
の
訳
出
部
分
を
引
用
し
た
。
こ
の
部
分
は
他
に
、
パ
フ
チ
ー
ン

『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
二
フ
プ
レ
ー
の
作
品
と
中
世
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
民
衆
文
化
』
、
二
八
〇
頁
。

引
用
の
太
字
部
分
は
パ
フ
ナ
ン
に
よ
る
強
調
。

（
3
9
）
　
C
i
t
m
d
a
n
s
S
c
h
n
e
i
d
e
r
－
竜
白
訂
篭
、
p
．
畏
N
．

大
久
保
恭
子
　
（
お
お
く
ぼ
　
き
ょ
う
こ
）

一
九
七
七
年
三
月
　
大
阪
大
学
文
学
部
美
学
科
美
術
史
学
専
攻
卒
業

一
九
九
六
年
三
月
　
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
芸
術
学
専
攻
博
士
課
程
　
（
後
期
）

退
学
　
（
単
位
取
得
終
了
）

二
〇
〇
八
年
現
在
　
関
西
外
国
語
大
学
　
国
際
言
語
学
部
　
教
授
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図
版
　
（
制
作
者
、
作
品
名
、
制
作
年
、
素
材
、
サ
イ
ズ
　
（
c
m
）
、
所
蔵
地
の
順
に
掲
載
。
制

作
者
名
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
マ
チ
ス
作
品
。
）

『
ジ
ャ
ズ
』
　
の
原
画
　
［
1
～
2
0
］
　
は
す
べ
て
グ
ワ
ッ
シ
ユ
で
彩
色
さ
れ
た
切
り
紙
を

糊
付
け
し
て
制
作
さ
れ
た
。
所
蔵
地
は
パ
リ
、
ボ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
　
国
立

近
代
美
術
館
。

［1］《道化師≫1943年6月　67．2×50．7

［2］《サーカス≫1946年7月　45．2×67．1

－14－

［3］≪ロワイヤル氏≫

1946年7月　54．7×42．7



【4］≪白象の悪夢≫1943年　43．9×66．7

［5］≪馬と曲馬乗りと道化師≫制作年不詳　42．5×65．6

［6］≪狼≫1946年7月　45×67．1

－15－



［8］《イカロス≫1946年7月　43．4×34．1

し、　仙

［7］《心臓≫1946年7月　44．5×67．3

［9］≪フォルム≫1946年7月　44．3×67．1

●　　　、『′　　　ヽ　　　1●

［10］≪ピエロの埋葬≫1943年　42．5×65．5

－16－



【11］《コドマ兄弟≫1946年7月　43．5×67．1

［12】《水槽の中を泳ぐひと≫1946年7月　44．2×66

［141≪カウボーイ≫1946年7月　43×68

－17－

［13］≪刀呑み≫1946年7月　43．3×34．3



夢
各
島
｝

［15】≪ナイフ投げ≫1946年7月　43．3×67．5

［16】≪運命≫1946年7月　44．6×67．1

【17］≪礁湖≫1946年7月　44×66．3

－18－



［18］≪礁湖≫1946年7月　43．6×67．1

［19］《礁湖≫1946年7月　44×67．1

［21］《イカロスの失墜≫1943年　切り紙絵を

ピン留め　35×26．5　個人

－19－

［20］《トボガン植》1943年6月　63．2×53．3



［23］≪金魚鉢の前の女≫1921年もしくは1923年　油彩、【22］パブロ・ピカソ《イカロスの失墜≫1958年
カンヴァス　81．3×100．3　シカゴ・アート・イン　　　エナメル、硬質繊維板　800×1000　パリ、

ステイテユート ユネスコ本部

［24］ジャック・カロ≪ふたりのパンタローネ≫1617年頃　エッチ

ング　9．45×14．2　ジュネーヴ、美術・歴史博物館版画室

ー20－


